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[著者について]
本稿は、現在ベルリン・フンボノレト大学芸術・文化学研究所文化学ゼミナーノレの文化理





ベーメ氏との 2冊の共著 "DasAndere der Vernunft“(1983)、"FeucrWasser Erde Luft 
Eine Kultur der Elemente“( 1996)が挙げられるが、自然からサイパースペースまでベー
メ氏の関心領核は幅広く、ドイツにおける文化学の中心人物のひとりとして今日まで精
力的に研究活動を絞けている。今年 (2006年)春には新著 "Fetischismusund Kultur. 
Eine Theorie der Moderne“が刊行される予定である。なお今回訳出した論考は文化
学の主要な研究領域を概説した一章に含まれているが、この号室では他に「文化としての
自然科学J、「歴史人類学」、「回想と記憶」、「伎術の文化史j、「メディア的実践」など
の主題が論じられている。このリストからもわかるとおり、 1990年代に進行したf精神諸科
学Jの大規模な再編に伴って成立したドイツにおけるf文化学Jは、「カノレチュラル・スタディ
ーズJなどの国際的動向と述動しつつも、ドイツの文化研究の伝統に根ざした独特の輪
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事sを備えているにの点については、『人文研究』第53巻第7分冊に掲載された山口裕之
氏の論文rKulturwissenschaftの現在ードイツ的特質と国際性Jを参照のこと)。本稿に
よって、サプカルチャーや都市文化にのみ限定されない今日的な文化研究の可能性の
一端を紹介できれば幸いである。最後に本稿の翻訳掲載を快く承諾してくださったベー
メ教授に心からの感謝を表しておきたい。(釈者)
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